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救急車の適正利用で安全安心を確保
(1) 年間の月別出動件数に特徴があるかを問います。
(2) 一日の時間別出動件数に特徴があるかを問います。
(3) 道路の通行確認時に支障木がある場合の対応を問います。
(4) 傷病者搬送時のスピード等の運転に対する決まり事を問います。
(5) 傷病者搬送時の揺れや振動に対する認識を問います。
(6) おおむ石トンネルの有効性をどのように捉えているかを問います。
(7) 新型コロナウイルス感染症が５類になった前後で対応に変化が有るかを問います。
(8) 令和5年の搬送した傷病者の重傷者および軽症者の人数および割合を問います。
(9) 救急車の有料化について、市の見解を問います。
(10) 救急安心センター事業 ＃7119について、市の見解を問います。

令和7年1月吉日
井上みきお後援会　会長　山村　栄蔵

明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましてはご健勝にて輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

令和7年が始まり、早一カ月が過ぎました。
令和6年元旦の能登半島地震により被災され、また9月の豪雨で被害を受けた方々には
心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　井上みきおはその被害状況を直接自分の目で確認するために、4月と11月に能登半島に行き、
復興はまだまだこれからだと痛感して帰ってきました。

　井上みきおは「東日本大震災を教訓にして備えよう」との思いから、毎月10日～13日の4日間、
のぼり旗を持ち朝活として啓発活動をさせて頂いております。
それも春には7年目に入ります。今後は能登半島地震をはじめとした過去の震災をも思い、この経験を志摩市の未来に
活かすべく、活動していくと言っています。
また今後とも、水産業の海の環境改善・観光業の誘客増加・防災対策充実の提言を行っていきます。
　井上みきお本人は皆様の期待を裏切らぬよう一生懸命勉強し、議員活動に取り組んでいく所存でございます。
私も後援会会長の重責を全う致しますように議員と一つになって懸命に働かせて頂く決意でございます。
　今年も井上みきお後援会は皆様との意見・情報交換の場
『みなさんの想いを聞く会』を開催したいと考えています。
　どうか今後とも皆様の変わらぬ温かいご支援ご協力をお願い申し上げまして年頭の挨拶とさせて頂きます。


